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提供機関：金沢大学 

科
目
名 

ベンチャービジネス論Ａ 授業形態 開講期間 4月11日 ～ 5月30日 

英文科目名 New Venture Creation A ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

 

 

◯ 

 

開講時間 月曜日 第5講時 18：30 ～ 20：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 秋田 純一，浅川 直紀 開講場所 
金沢大学 角間キャンパス 

自然科学本館 大講義室大講義室A 

単位数 1単位 

定員数 140名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員 若干名 

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等  

成績評価の 

方   法 

評価方法 
次項の項目及び割合で総合評価し，次のとおり判
定する。 
S（達成度90％～100％），A（同80％～90％未満），
B（同70％～80％未満），C（同60％～70％未満）
を合格とし，F（同60％未満）を不合格とする。 
評価の割合 
課題レポート 40％ 感想文 60％ 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：未定  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

    9,800円 28,200円 14,800円   

科
目
の
内
容 

授業の主題 
 産業のグローバル化や国際分業が進行する中，地域に根ざした企業や高度な専門知識を基盤とする企業が，
どのようにして市場環境の変化に対応し，革新的で競争力のある製品やサービスを生み出しているのか，事例
により学ぶ。また，日常のアイデア，専門知識，研究・開発成果から商品やサービスを考え，具体化するため
の方法について，演習やグループ討論による疑似体験を通して学ぶ。本科目には，ベンチャー企業の創業者や
新事業のリーダーによる，起業体験や新しい産業の動向に関する講演が多数含まれている。 
授業目標 
 国の経済や公共政策，歴史や社会文化的要素といった企業の置かれている環境が，イノベーションに与える
影響を把握した上で，実際に産業の振興に貢献した方や，ベンチャー企業を創出した方から，各企業での事業
創出までの経緯や手法を学ぶ。さらに，各受講者が，主体的に製品を生みだし，起業してみたいと思えるよう
にすることを目標とする。 

その他特記事項 

 

授業担当教員紹介 URL https://ridb.kanazawa-u.ac.jp/public/detail.php?id=2230&page=1&search=1&keyword=%E7%A7%8B%
E7%94%B0&andor=AND&tgt1=1&tgt2=&tgt3=&tgt4= 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail akita@is.t.kanazawa-u,ac,jp, nasakawa@se.kanazawa-u.ac.jp 

 

提供機関：金沢大学 

科
目
名 

ベンチャービジネス論Ｂ 授業形態 開講期間 6月13日 ～ 8月1日 

英文科目名 New Venture Creation B ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

 

 

◯ 

 

開講時間 月曜日 第6時限 18：30 ～ 20：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 秋田 純一，浅川 直紀 開講場所 
金沢大学 角間キャンパス 

自然科学本館 大講義室大講義室A 

単位数 1単位 

定員数 140名 

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員 若干名 

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等  

成績評価の 

方   法 

評価方法 
次項の項目及び割合で総合評価し，次のとおり判
定する。 
S（達成度90％～100％），A（同80％～90％未満），
B（同70％～80％未満），C（同60％～70％未満）
を合格とし，F（同60％未満）を不合格とする。 
評価の割合 
課題レポート 40％ 感想文 60％ 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：金沢工業大学で確認 

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

    9,800円 28,200円 14,800円   

科
目
の
内
容 

授業の主題 
 産業のグローバル化や国際分業が進行する中，地域に根ざした企業や高度な専門知識を基盤とする企業が，
どのようにして市場環境の変化に対応し，革新的で競争力のある製品やサービスを生み出しているのか，事例
により学ぶ。また，日常のアイデア，専門知識，研究・開発成果から商品やサービスを考え，具体化するため
の方法について，演習やグループ討論による疑似体験を通して学ぶ。本科目には，ベンチャー企業の創業者や
新事業のリーダーによる, 起業体験や新しい産業の動向に関する講演が多数含まれている。 
授業目標 
 国の経済や公共政策，歴史や社会文化的要素といった企業の置かれている環境が，イノベーションに与える
影響を把握した上で，実際に産業の振興に貢献した方や，ベンチャー企業を創出した方から，各企業での事業
創出までの経緯や手法を学ぶ。さらに，各受講者が，主体的に製品を生みだし，起業してみたいと思えるよう
にすることを目標とする。 

その他特記事項 

 

授業担当教員紹介 URL https://ridb.kanazawa-u.ac.jp/public/detail.php?id=2230&page=1&search=1&keyword=%E7%A7%8B%
E7%94%B0&andor=AND&tgt1=1&tgt2=&tgt3=&tgt4= 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail akita@is.t.kanazawa-u,ac,jp, nasakawa@se.kanazawa-u.ac.jp 


